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概 要 

本稿は，米子高専と鳥取県生活環境部消費生活センターが連携して実施した消費生活に関する講座について

報告するものである。本講座の特長として，第一に，学生と県民が一緒に学習するという新しさ，第二に，実

務に携わっている外部講師を招くことで実践的，専門的な授業内容を提供することができ，第三に，若者と高

齢者に対する消費者教育を効果的に行うことができるメリットを挙げることができる。しかしながら，それに

伴う課題もある。学生と県民が一緒に学習することの相乗効果を高めるための改善・工夫も必要である。 
 

The purpose of this paper is to deal with the consumer education given in humanities and social 
science elective class in cooperation with Tottori Prefectural Consumer Center. This lecture has several 
features. Firstly, this lecture has the newness in that students and citizens of the prefecture learn 
together at the same place. Secondly, by inviting people who are engaged in practical business as external 
lecturers, practical and technical lessons can be offered to the audience. Thirdly, there are merits to carry 
out consumer education effectively to both youths and senior citizens at the same time. This lecture, 
however, has problems. One of them is that it is necessary to improve and promote synergy of the 
students and citizens in learning together. 
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１．まえがき 

 
 本校では4年生を対象に人文社会選択科目を開講して
いるが，その中で 2007 年度に消費生活に関する専門知
識を身に付けるための講座を開講した。同講座は，鳥取

県生活環境部消費生活センター（以下，「消費生活セン

ター」とする。）との連携によって開講したものである。

本稿では，その開講を通じて得られた知見を報告し，地

域と連携した授業のあり方について展望したい。 
本稿の構成は，１．本講座の位置付けと内容，２．本

講座実施を通じた評価と考察，３．本講座実施に関する

まとめと課題についてである。 
 

 

２．本講座の位置付けと内容 

 

２．１ 本講座開講の経緯 

 
 本講座は，消費生活センターからの受託事業として本

校で講座の運営を担当する方式で開講した。同センター

では既に鳥取大学，鳥取環境大学（以上，県東部地区），

鳥取短期大学（県中部地区）で「くらしの経済・法律講

座」を委託実施していたが，県西部地区で未開講となっ

ていたことから同地区に所在する高等教育機関である本

校に開設に向けた提案が2007年1月になされた。 
本校にとっては地域貢献が図られるものであり，社会

科としても弁護士をはじめとする専門家や実務家を講師

として経費負担なしで依頼できる点など魅力的な提案で，

人文社会選択科目の1つである「社会科学Ⅲ」を「くら
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しの経済・法律講座」として開講する方向となった（「社

会科学Ⅲ」の実施担当責任者は筆者が務めることとなっ

た）。 
 消費生活センターの委託事業の目的として，学生と合

わせて一般県民への受講機会の提供があり 1），本校にと

っては学生と県民が一緒に受講する形態は新しい試みで

もあった。そのため，受講者としての県民を受け入れる

ことに伴う諸々の調整が必要であった 2）。 
 
２．２ カリキュラム上の本講座の位置付け 

 
 本校の学習教育目標の1つに「地球の一員としての倫
理力」が掲げられており，「社会科学Ⅲ」は本校学習目標

に合致し，社会科カリキュラムに適合するものであると

社会科，そして教務委員会で判断され，実施の運びとな

った。 
 社会科では，地球的視点を持つ幅広い教養を獲得し，

現代が直面する問題に主体的に取り組む姿勢を培うこと

を目的として，第4学年では，低学年で学ぶ「歴史」（第
1・2学年），「現代社会」（第2学年），「地理」（第3学年）
の内容を発展させ，社会に関するより広く高度な知識・

教養を学習し，自主的に興味・関心を深めるため，「社会

科学Ⅰ」（地理／歴史），「社会科学Ⅱ」（倫理），「社会科

学Ⅲ」（政治･経済）を開設している 3）。 
 4 年生は，カリキュラム上，人文社会選択科目の中か
ら前期1科目2単位，後期1科目2単位の計2科目4単
位を修得しなければならない。 

2007年度は上記の「社会科学Ⅰ」（前期・後期とも開
講），「社会科学Ⅱ」（前期科目），「社会科学Ⅲ」（後期科

目）に，国語科が開設する「文学Ⅰ」，「文学Ⅱ」（以上，

前期科目），「文学Ⅲ」，「文学Ⅳ」（以上，後期科目）の選

択肢の中から3年次に予め4年次の前期と後期の履修希
望を提出させ，学生数の多寡を平準化し 4），各学生の履

修科目を決定した。 
「社会科学Ⅲ」は，3 年生へ次のように案内し，他の
科目とともに希望を募った。 
社会科学Ⅲ くらしの経済・法律講座（鳥取県消費
生活センターとの連携講座） 
生活に必要な経済・法律についての講義を受け，
消費生活に関する専門知識を身に付けることを目
的とする。本授業は鳥取県生活環境部消費生活セン
ターと米子高専との連携講座で，講師は大学・高専
教員，弁護士，金融広報アドバイザーなどが務め，
県民の方も一緒に受講されるため，積極的な受講態
度が求められる。レポートや定期試験（2 回）など
により成績を評価する。 
テキスト：各講師より配布・指示 

２．３ 本講座の内容 

 
本講座の内容は，外部講師で構成される講座であり，

大学と性格の異なる高専における授業科目としての特色

が出るよう，また分かりやすい内容・シラバスとなるよ

う，消費生活センターと社会科で，既実施大学での講座

内容等を基に検討していった。 
シラバス上の到達目標は「生活に必要な経済・法律に

関する専門的な知識を身に付けるとともに，社会に関す

るより広く高度な知識を学習し，教養を深めること」と

した。授業計画は，第1回～第6回に消費生活に関連す
る法制度を中心とした講義を配置し，この部分が本講座

の核に相当するものである。それ以外の編成は比較的自

由で，表1のようにまとまった。外部講師の選定等は主
に消費生活センターのネットワークに依った。 
 
表1 米子高専における授業計画（2007年度後期） 
回 内容／講師 
1 鳥取県内の消費者被害の現状／ 

鳥取県消費生活センター 山根所長 
2 身の回りの法律について／ 

米子アザレア法律事務所 杉山弁護士 
3 トラブルのない生活のために必要な契約知識／  

米子アザレア法律事務所 杉山弁護士 
4 特定商取引法とクーリング・オフ／ 

米子アザレア法律事務所 射場弁護士 
5 消費者契約法と民法／ 

米子アザレア法律事務所 射場弁護士 
6 消費者信用と多重債務／ 

米子アザレア法律事務所 射場弁護士 
7 情報化社会と私たちの生活／ 

鳥取県警察本部 松田管理官 
8 著作権について／ 

米子工業高等専門学校 水島校長 
9 中間試験 
10 食品の表示について／ 

鳥取県くらしの安心推進課 横山副主幹 
11 生活設計をしてみよう／ 

鳥取短期大学 野津教授 
12 貯蓄・株式の基礎知識／ 

河田金融広報アドバイザー 
13 保険に関する基礎知識／ 

福井金融広報アドバイザー 
14 年金について／ 

永島金融広報アドバイザー 
15 くらしの経済・法律講座のまとめ／ 

米子アザレア法律事務所 杉山弁護士 
鳥取県消費生活センター 坂本次長 
米子工業高等専門学校 加藤講師 

 期末試験 



 
 成績評価は，中間・期末試験及びレポートで判定する

こととし，その割合は定期試験 50％，レポート 50％と
設定した。 
これは，2007年度から新たに学修単位を取り入れるな
どの大幅なカリキュラム改訂が行われ，「社会科学Ⅲ」を

学修単位の科目として開設したという側面と，学生の理

解を深めたり理解度を把握するため積極的に自学・自習

課題を課すという側面がある。 
本講座では特に教科書等はなく，各回を担当する外部

講師の作成したレジュメやパワーポイントのハンドアウ

トを毎回机上配付した。 
 本講座は水曜日 3・4 時限（50 分×2）に，合同講義
室（収容定員200名）を使用して実施した。 
初回（10月3日）には開講式（本校校長と消費生活セ
ンター所長が挨拶し，教務主事，地域共同テクノセンター

長が陪席）を行い，履修する学生53名と県民39名が同
じ教室内で一緒に臨んだ。続いて，「社会科学Ⅲ」のシラ

バスを配付・説明して学生への周知を図った。 
第1回の授業は消費生活センター所長が「鳥取県内の
消費者被害の現状」について講義した（写真1）。 

 
写真1 第1回授業の様子 

 
 第2回～第6回授業では現役弁護士（米子市内の法律
事務所）が講師を務め，実務を交えた講義内容であった。 
第2回・第3回では交通事故やクレジットカードなど
法律及び契約知識に関するものであった。 
第4回では販売勧誘の巧妙さ，購入してしまった場合
の対処法などについて，第5回では事業者と消費者が当
事者となる契約，消費者を保護するための制度などにつ

いて，第6回では消費者金融やクレジットの利率，借金
をしてしまった場合に専門家に相談することの大切さな

どについての講義であった。 
第7回はインターネット，サイバー犯罪の現状，トラ

ブルの防止法について県警管理官による講義であった。

第8回は本校校長が著作権法の研究者であることと，地
域連携講座として共催している一環で，校長が著作権に

ついて具体的な判例なども参照しながら講義した。 
第9回は中間試験 5）に充てた（授業時数としてカウン

トするためで，この回と期末試験は県民は休講とした）。 
第10回はJAS法，食品衛生法による食品表示につい
て県の担当課による講義であった。第 11 回は鳥取短期
大学の教授による生活設計についての講義とそれを踏ま

えた生活設計表の作成（演習）を行った。 
第12回～第14回は鳥取県金融広報委員会から派遣さ
れた金融広報アドバイザーによる金融知識に関する講義

を配置した。第12回は貯蓄・株式（資産運用など），第
13回は生命保険（保険の選び方など），第14回は年金制
度に関する内容であった。 
そして，第 15 回は本講座のまとめとして演習形式の
授業を企画した。これは他大学では見られない試行でも

あった。本講座は地域連携講座として県民を受け入れて

いるので，学生と県民が同一の教室内で受講することの

相乗効果を引き出したいと考えたことによる。消費生活

センターとの協議を重ねる中で，悪質商法の事例を扱う

演習形式で，学生・県民双方から回答を提出してもらい，

お互いの考え方などを交流させてみたらどうかというこ

とになった。実際の第15回授業では，消費生活センター
で用意していただいた悪質商法の事例「収入が得られる

と標榜した資格商法トラブル」についてのワークシート

（巻末資料1を参照）を使用した（ワークシートはレポー
ト課題として予め第13回授業時に学生へ配付し，第14
回授業時に提出させた。県民へも同じものを第 14 回授
業時に配付し，当日持参してもらった）。 

ワークシート 
課題１  業者のセールストークなどの問題点をま
とめてみましょう。 
課題２  本日，2月 6日（水）に相談を受けた場
合，この契約を解除するには，どうしたらよい
でしょうか。 
課題３  1ヶ月後の 3月 6日（木）に相談を受け
た場合，この契約を解除するには，どうしたら
よいでしょうか。 
課題４  これまでの講義や実生活などから学習し
たり，考えたりした悪質商法に遭わないように
するための，あなたの5カ条をあげてください。

 
授業では，まず，悪質商法の事例に対するワークシー

ト上の課題 1～課題 3の回答を学生・県民からそれぞれ
発表してもらい（写真2），その回答を助言者として弁護
士に解説してもらいながら進行した。 



 

写真2 学生による板書の様子 

 
 次に，（課題2・3から導出される）クーリング・オフ
通知（葉書）の書き方について，同様に学生・県民それ

ぞれ1名ずつの回答を書画カメラでスクリーンに写して，
弁護士に解説してもらった。 
そして最後に，悪質商法に遭わないための5か条（課
題 4）を学生・県民双方から出し合い，本講座のまとめ
とした。（引き続き閉講式を行った。） 
 
３．本講座の評価と考察 

 
３．１ 受講状況 

 本講座の受講者は，学生は5学科に亘る53人である6）。

県民は，消費生活センターへの受講申し込みの際に予め

受講を希望する回を記して申し込む方式を採り，県民の

受講定員には各回50人という上限を設けた（巻末資料2
を参照）。学生の履修者数とほぼ同数というのが 1 つの
設定根拠である。 
表2に各回の受講者数を掲げた。学生と県民を合わせ
て毎回約90人が受講した。 
 

表2 授業月日と受講者数 
 回 授業月日 受講者数

（人） 学生 県民

1 10月3日 89 50 39 
2 10月10日 97 50 47 
3 10月24日 91 50 41 
4 10月31日 94 51 43 
5 11月7日 92 51 41 
6 11月14日 89 49 40 
7 11月21日 93 50 43 
8 11月28日 87 52 35 
9 12月5日 52 52  

10 12月12日 88 49 39 
11 1月9日 92 52 40 
12 1月16日 94 52 42 
13 1月23日 95 51 44 
14 1月30日 89 52 37 
15 2月6日 82 51 31 
 2月14日 51 51  

 
 県民は，実際には各回 40 人前後が受講された。取り
敢えず申し込みだけした方や当日都合が悪くなったなど

の事情によるものと推察される。延べ 10 回以上出席し
た県民は 30 人であった（閉講式後，消費生活センター
の修了証が授与された）。 
県民の属性等については，最終回のアンケート結果（回

収数30）から，性別は男性10人（33％），女性13人（43％），
未回答 7 人（23％）でやや女性が多かった。年齢は 60
代が14人（47％），50代が8人（27％）の順であった。
受講動機は生涯学習の一環や家族の勧めが比較的多く見

られた。 
 
３．２ 学習面から見た評価 

 
最終回（第 15 回）の授業で本講座のまとめとして上
記ワークシートの課題４「悪質商法に遭わないようにす

るためのあなたの5か条」を挙げてもらった。 
「ハッキリ断る；NOと言える勇気を持つ」，「うまい
話はまず疑い，高額契約は要注意」などの趣旨に合致し

た回答（5 つ）をほとんどの学生が自分の言葉で記入で
きていた。授業の中でも活発に発表できていた。 
「社会科学Ⅲ」の成績評価は，中間・期末試験とレポー

ト（計5回）で行った。試験問題は各回の担当講師から
各講義内容を踏まえて出題してもらい，本校定期試験時

に実施した 7）。レポート課題は事前に依頼した講師から

出題してもらい，採点も併せて依頼した。 
表3に定期試験とレポートの実施状況を示した。中途
から 1人が休学し，1人が進路変更したため，最終的な
履修者は 51人となったが，その全員が 2単位を修得し
た。 
これらの点から，前掲の本校学習目標である「倫理力」

を身に付けられたと判断できる。 
 

表3 定期試験・レポートの実施状況 
 人数 平均点 
中間試験 52 72.8 
期末試験 51 69.8 



レポート１（裁判について） 51 5.6 
レポート２（消費者問題について） 50 7.8 
レポート３（著作権について） 48 6.3 
レポート４（「夢実現シート」） 49 6.8 
レポート５（「ワークシート」） 49 6.2 
合計点 51 67.7 
注）中間・期末試験：各100点満点。 
レポート：各10点満点。 
合計点：100 点満点＝(中間試験＋期末試験)／2／2

＋(レポート5回分の合計)。 
 
本講座全体を通しての難易度についてはどうだっただ

ろうか。後述のアンケート結果によると（表 4），学生
51人の回答では「少し難しかった」が23人（45％）で
最も多く，「難しかった」の10人（20％）を合わせると
3分の 2が難しかったという回答であった。他方，県民
は30人中27人（90％）が「適当だった」と回答してい
る。県民と比べて学生には難易度が高かったことが窺え

る。 
学生の自由記述の中に，「テストをするならするなり

の講義の進め方にしてほしい。レポートの評価について，

割合を下げるか，提出点として6割程度与えた上で内容
に応じて加点するなどしてほしい。テーマをもっと絞っ

て1つのテーマに掛ける時間を増やした方が理解も深ま
り，記憶にも残ると思う」という回答があった。試験が

難しかった（試験勉強も含めて）という声を聞いたので，

それへの配慮をすることで学生にとっての難易度は適当

になるのではないかと思われる。 
 

表4 講座全体を通しての難易度 
 学生（人） 県民（人）
難しかった 10 0
少し難しかった 23 2
適当だった 18 27
簡単だった 0 1
簡単過ぎだった 0 0
 計 51 30

 
また例えば，全 15 回の授業に供する統一的なテキス
トの作成や，各外部講師と実施担当責任者で講座に関す

る共通認識を持つ必要性も感じている。 
 
３．３ 本講座の内容に対する評価 

 
本講座では，内容の改善・充実を図る目的で，毎回の

授業終了時に学生・県民それぞれに各回の講義に対する

アンケート（巻末資料3を参照）を取った。 

さらに，講座全体を振り返ってのアンケート（各回の

評価／講座全体を通しての評価；１．難易度，２．分か

りやすさ，３．理解度，４．役立ち度，５．受講態度，

６．受講形態，７．良かった点，８．改善点や要望。巻

末資料4を参照）を，学生に対しては期末試験時に行い，
最終的な履修者 51 人全員から回収した。県民へは最終
回の第15回授業時に配付・依頼し，当日出席者の30人
分を回収した。なお，県民は参加意識が高く，そのため

肯定的な評価になりがちであることに留意が必要であろ

う。 
ここでは，「講座全体を通しての評価」の各項目の集計

結果から本講座の内容について考察したい。 
講座全体を通して内容が分かりやすかったかどうかに

ついては（表5），学生の回答では「分かりやすかった」
が32人（63％），「分かりにくかった」がその半分の16
人（31％）で比較的分かりやすかったといえる。県民は
ほぼ全員が分かりやすかったと回答している。 
 

表5 講座全体を通しての分かりやすさ 
 学生（人） 県民（人）
とても分かりやすかった 1 4
分かりやすかった 32 25
分かりにくかった 16 0
とても分かりにくかった 1 0
不明・未回答 1 1
 計 51 30

 
講座の内容を理解できたかどうかについては（表 6），
学生のうち30人（59％）が理解できた（「よく理解でき
た」と「だいたい理解できた」の合計）と回答している

反面，21人（41％）は理解できなかった（「あまり理解
できなかった」と「全く理解できなかった」の合計）と

回答し，拮抗している。県民は全員が理解できたと回答

している。 
 

表6 講座全体を通しての内容の理解度 
 学生（人） 県民（人）
よく理解できた 2 9
だいたい理解できた 28 21
あまり理解できなかった 20 0
全く理解できなかった 1 0
 計 51 30

 
 受講態度については（表7），学生の自己申告で「普通
に受講した」が36人（71％），「熱心に受講した」が12
人（24％）となっている。 
しかしながら，第1回・第2回授業後の県民のアンケー



トなどで学生の私語や居眠りなどへのクレームが寄せら

れたため，筆者がその後の授業の冒頭で注意を促し，目

立つものについては個別に注意して解消に努めるという

場面もあった。 
 

表7 受講態度 
 学生（人） 県民（人）
熱心に受講した 12 18
普通に受講した 36 11
あまり熱心に受講しなかった 3 0
未回答 0 1
 計 51 30

 
分かりやすさ・理解度と受講態度には関連性もあると

思われる。一方向的なパワーポイントを使用した講義や

試験のポイントが掴み難い授業に対する評価は高くなか

った。外部講師による授業の場合，履修している学生の

状況やニーズなどを伝えることも必要であろう。 
他方，講座の内容がこれから役に立ちそうかという問

については（表8），学生のうち48人（94％）が役立つ
（「大いに役立つ内容だった」と「だいたい役立つ内容だ

った」の合計）と回答しており，本講座実施の効果は認

められるといえる。 
 

表8 講座全体を通しての内容の役立ち度 
 学生（人） 県民（人）
大いに役立つ内容だった  14 13
だいたい役立つ内容だった 34 17
あまり役に立たない内容だった 3 0
全く役に立たない内容だった 0 0
 計 51 30
 

履修して，良かった点などについての学生の自由記述

からもその効果を読み取ることができる。 
・今までにないタイプの授業で，内容も高専では普段学

べないことなので，履修して良かった。 
・身の回りで起きていること，これから起こり得ること

など，今後の生活においてとても役に立つ内容だった。

また，自分の将来について見詰める良い機会にもなっ

た。 
 

３．４ 学生と県民が一緒に受講する形態の評価 

 
 学生と県民が同一の教室内で受講するスタイルは本地

域連携講座の1つの特長であり，一緒に学習することで
の相乗効果も期待していた。しかしながら，その受講形

態に対する学生側の回答（表 9）で最も多かったのは

「別々に受講した方が良かった」という回答の 27 人
（53％）であった。学生の回答で「良かった」という回
答も15人（29％）あるが，県民では30人中24人（80％）
が「良かった」と回答しており，対照的である。その理

由は若者と接することで刺激を得られたというものなど

であった。 
 
表9 学生と県民が一緒に受講する形態について 

 学生（人） 県民（人）
良かった 15 24
別々に受講した方が良かった 27 2
その他 9 2
未回答 0 2
 計 51 30

 
 学生の自由記述に，「一般県民と一緒にする意味を持

たせるように工夫した方がいい。今のままでは別々に受

けても同じ」という回答があったが，今回の講座全体を

通じて学生と県民が直接的に学び合う場面はあまりなか

ったといえる。消費生活センターや外部講師の協力も得

つつ授業の中に演習やワークショップを取り入れてみる

など今後の改善・工夫の余地が大きいと考えている 8）。 
 
４．本講座実施に関するまとめと課題 

 
2007 年度後期に本校で初めて取り組んだ消費生活に
関する地域連携講座について，他高専の参考にもなるよ

う，その成果と課題を摘記しておきたい。 
まず，授業科目として，①授業中の演習などへの取り

組みの状況，②定期試験及びレポートの結果，③アンケー

ト結果などから，学生は消費生活に関する専門知識と学

習目標に掲げられた倫理力を身に付けることができ，学

生自身にとって役立つ授業であった。 
また，県民と一緒に学び，外部講師による実践的・専

門的な内容による講義で，高専にとっても必要な授業で

あった。 
筆者にとっても消費者被害の現状や消費者教育の必要

性などについて認識することができた。 
地域連携講座としては，本講座を通じて県民に本校を

理解してもらう良い機会となり，新聞等にも取り上げら

れた。消費生活センターからの受託事業として外部資金

の獲得にも繋がった。 
消費生活センターにとっては消費者被害の多い若者と

県民に対する啓発を高等教育機関と連携して実施できた

メリットがあったといえる。 
しかしながら，それに伴う課題も挙げられる。 



①学生と県民が一緒に受講することで双方に良い意味

での緊張感がもたらされたが，さらに相乗効果を高める

ため，両者が一緒に学習活動を行えるような教材や授業

内容の工夫が必要である。 
②各分野の実務家や専門家に授業をしてもらうメリッ

トは大きいが，学生の状況の伝達，講義内容の精選・工

夫や試験等の出題ポイントを押さえた授業展開について

の依頼など事前の打ち合わせや，講座全体に亘るテキス

ト・資料集などで各回の授業が細切れにならない手立て

も必要と感じられる。 
外部講師から見た本講座への評価（例えば，生活経験

や知識，モチベーションなどに開きのある受講者が対象

の講義のあり方）など多角的な検証は今後の課題とした

い。 
現状において消費者教育のニーズは高まっており，本

講座は 2008 年度も開講している。高専に学ぶ若者に対
する消費者教育カリキュラム等の開発や，高専生の効果

的な学習としての県民と一緒に学ぶ授業のあり方の模索

なども含めて，教育内容の改善・充実を図っていきたい

と考えている。 
 
注 

1）消費生活センター側では，県民の受講状況が事業継
続のメルクマールとされている。 

2）県民の受け入れに関して，聴講者数，使用教室に伴
う車椅子の方の有無，敷地内禁煙の連絡，駐車場の確

保，学生食堂の利用，県民の受付・不審者との識別な

どについて配慮した。 
3）第 5 学年では人文社会系科目は開設していない。専
攻科第1学年では一般選択科目の1つとして「人文社
会特論」（後期2単位）を開設している。 

4）前期・後期各 4科目の中から 5学科計約 200人が各
自選択履修するので 1科目平均 50人になるように国
語科・社会科で調整を行っている。 

5）試験の実施については各大学で様々である。 
6）学科別履修者数は下表の通りである（単位：人）。 
機械工 電気情

報工 
電子制
御工 

物質工 建築 計 

7 13 6 18 9 53
7）筆者が採点可能なように択一式や正誤式での出題を
依頼し，電子データで受領し，編集した。 

8）田中俊夫・大橋眞「地域の『元気』を創造する徳島大
学の生涯学習」『大学と学生』2008年6月号，pp.35-41
では，学生と社会人による「共創型学習」の取り組み

が紹介されている。 
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費生活センター，本校校長，教務，地域共同テクノセン

ター，社会科をはじめ，関係各位のご理解とご協力に心
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日
（

木
）

に
相

談
を

受
け

た
場

合
、

こ
の

契
約

を
解

除
す

る
に

は
、

ど
う

し
た

ら
よ

い
課

題
３

で
し

ょ
う

か
。

こ
れ

ま
で

の
講

義
や

実
生

活
な

ど
か

ら
学

習
し

た
り

、
考

え
た

り
し

た
悪

質
商

法
に

遭
わ

な
い

よ
う

に
す

る
課

題
４

た
め

の
、

あ
な

た
の

５
カ

条
を

あ
げ

て
く

だ
さ

い
。

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

巻末資料１　ワークシート；悪質商法の事例



          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     ■
講

座
の

概
要

 

講
 

 
 
師
：
弁

護
士

、
金

融
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

 

会
 

 
 
場
：
米

子
工

業
高

等
専

門
学
校
（
米

子
市
彦
名

町
４
４
４
８
）
 

管
理

棟
３
階

 
合

同
講
義

室
 

時
 

 
 
間
：
水

曜
日

 
（
午

前
1
0
時

4
5
分
～
午
後

0
時

3
5
分
）
 

講
義

内
容

：
生

活
に
役

立
つ
経

済
、
法

律
そ
の

他
の

知
識

（
詳

細
裏

面
）
 

定
 

 
 
員
：
各

講
座

５
０
名

（
先

着
順

）
 

申
込

要
領

：
お
好

き
な
講

義
の

み
の

受
講

も
大

歓
迎

で
す
。

 

電
話

、
ﾌ
ｧ
ｸ
ｼ
ﾐﾘ
、
電

子
メ
ー
ル

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
氏

名
、
住

所
、
連

絡
先

、
 

参
加

希
望

講
義

番
号

、
（
車

椅
子
利
用

の
方
は
そ
の
旨
）
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

 

申
込

期
限

：
平

成
１
９
年

９
月

２
８
日

（
金

）
（
必

 
着

）
 

（
期

限
前

で
も
定

員
に
到

達
次

第
、
募

集
を
終

了
し
ま
す
。
お
早

め
に
お
申

し
込

み
く
だ
さ
い
。
）
 

申
込
・
問
合
先
：
【 

電
 
話

 
】
０

８
５

９
－

３
４

－
２

７
６

０
 

【
ﾌ
ｧ
ｸ
ｼ
ﾐﾘ

 
】０

８
５

９
－

３
４

－
２

６
７

０
 

 
 

 
 

 
 

 
 【
電

子
ﾒ
ｰ
ﾙ
】
sh

o
h
is

e
ik

at
su

@
pr

e
f.
to

tt
o
ri
.jp

 

 
 

 
 

  
 

 【
と
り
ネ
ッ
ト
】
h
tt

p:
/
/
w

w
w

.p
re

f.
to

tt
o
ri
.lg

.jp
/
sh

o
h
is

e
ik

at
su

/ 

■
会

場
案

内
 

                      
自

己
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
の
時
代
、
自
ら
の
身
を
守
り
、
安
全
で
安

心
で
き
る
生

活
を
送

る
た
め
に
は
、
常

日
頃
の
「学

び
」が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 

１
４
回

の
連

続
講

座
を
通

し
て
、
生

活
を
よ
り
い
っ
そ
う
充

実
さ
せ
る
た
め
の
知

識
・
教

養
を
身

に
つ
け
ま

せ
ん
か
？

各
分

野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（専

門
家

）
が
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
、
あ
な
た
の
暮

ら
し
を
応

援
し

ま
す
。
西
部
地
区
初
の
開
講
で
す
！
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
！

 

鳥
取

県
・
米

子
工

業
高

等
専

門
学

校
連

携
講

座
（

県
民

カ
レ

ッ
ジ

連
携

講
座

）
 

法
律

は
難

し
い

も
の

 

だ
と

思
っ

て
い

ま
し

た

が
、
身

近
に

感
じ

る
こ

と

が
で

き
ま

し
た

。
 

若
い

人
た

ち
と

勉
強

す
る

こ
と

は
活

き
活

き

と
し

て
学

習
意

欲
が

わ

き
ま

し
た

。
 

（
鳥

取
大

学
 
女

性
）

 

友
人

宅
に

か
か

っ
て

き
た

金
銭

を
要

求
す

る

不
審

な
電

話
に

つ
い

て
相

談
さ

れ
、

講
義

で
学

ん
だ

こ
と

を
教

え
て

あ
げ

て
、

被
害

に
遭

わ
ず

に
す

み
ま

し
た

。
 

知
識

が
早

速
役

立
ち

、
嬉

し
く

思
い

ま
し

た
。

（
鳥

取
短

期
大

学
 
男

性
）

合
同

講
義

室
（
管

理
棟

3
階

）

駐
 車

 場

駐
車

場
よ
り
徒

歩
で
正

門
へ

正 門

  
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

会
場

：
米

子
工

業
高

等
専

門
学

校
 

 
 

 
管

理
棟

3
階

 
合

同
講

義
室

 

受
講
料

 

無
  
料

 

【
 
留

 
意

 事
 
項

 
】

 

①
敷

地
内

全
面

禁
煙

 

 
米

子
工

業
高

等
専

門
学

校
は

平
成

１
９

年
４

月
１

日
よ

り

敷
地

内
全

面
禁

煙
と

な
り

ま
し

た
。

 

受
講

者
の

皆
様

の
ご

理
解

と
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

 ②
受

講
証

の
必

携
 

 
入

校
の

際
は

、
事

前
に

送
付

さ
れ

る
受

講
証

を
身

に
着

け
て

く
だ

さ
い

。
不

審
者

侵
入

対
策

へ
の

ご
理

解
と

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

「
 

講
座

の
風

景
 

」

■
講

座
の

日
程

と
内

容
 

N
o
 

日
程

 
テ
ー
マ

 
講

義
の

内
容

 
講

師
 

希
望

①
 

1
0

/
3

 
県

内
の

消
費

者

被
害

の
現

状
 

県
内

の
消

費
者

被
害

の
現

状
を

知
り

、
対

処
法

に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

 

鳥
取

県
生

活
環

境
部

消
費

生

活
セ
ン
タ
ー
所
長

 
 

②
 

1
0

/
1

0
 

身
の

回
り

の
法

律
に

つ
い

て
 

交
通

事
故

、
遺

産
相

続
争

い
…

身
の

回
り

の
出

来

事
を

解
決

す
る

多
く

の
場

合
に

は
法

律
の

助
け

が

必
要

で
す

。
法

律
は

身
近

な
存

在
で

す
 

リ
ー

ガ
ル

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
米

子

ア
ザ

レ
ア
法
律
事

務
所

 
 

杉
山

弁
護
士

 

 

③
 

1
0

/
2

4
 

ﾄ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
の

な
い

生

活
の

た
め

に
必

要
な

契
約

知
識

 

契
約

す
る

っ
て

ど
う

い
う

こ
と

？
 

私
た

ち
の

生
活

は
毎

日
契

約
す

る
こ

と
に

よ
っ

て

成
り

立
っ

て
い

る
こ

と
を

理
解

し
ま

し
ょ

う
。

 

リ
ー

ガ
ル

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
米

子

ア
ザ

レ
ア
法
律
事

務
所

 
 

杉
山

弁
護
士

 

 

④
 

1
0

/
3

1
 

特
定

商
取

引
法

と
ｸ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
・

ｵ
ﾌ
 

身
の

回
り

に
起

こ
る

得
る

消
費

者
ﾄ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
と

そ
の

対
処

法
や

、
不

意
打

ち
的

な
商

法
を

救
済

す
る

ｸ
ｰ
ﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ
・

ｵ
ﾌ
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

 

リ
ー

ガ
ル

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
米

子

ア
ザ

レ
ア
法
律
事

務
所

 
 

射
場

弁
護
士

 

 

⑤
 

1
1

/
7

 
消

費
者

契
約

法

と
民

法
 

消
費

者
契

約
法

と
民

法
に

つ
い

て
学

ぶ
法

律
的

な

悪
質

商
法

対
処

法
の

ま
と

め
的

な
授

業
で

す
。

 

リ
ー

ガ
ル

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
米

子

ア
ザ

レ
ア
法
律
事

務
所

 
 

射
場

弁
護
士

 

 

⑥
 

1
1

/
1

4
 

消
費

者
信

用
と

多
重

債
務

 

ｸ
ﾚ
ｼ
ﾞ
ｯ
ﾄ
の

仕
組

み
を

知
り

、
ﾄ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
事

例
か

ら
適

切

な
利

用
法

を
考

え
ま

す
。

ま
た

、
多

重
債

務
の

原

因
と

予
防

策
、

対
処

法
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

 

リ
ー

ガ
ル

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
米

子

ア
ザ

レ
ア
法
律
事

務
所

 
 

射
場

弁
護
士

 

 

⑦
 

1
1

/
2

1
 

情
報

化
社

会
と

私
た

ち
の

生
活

 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ト

ラ
ブ

ル
の

実
例

と
対

処
法

。

現
代

社
会

に
必

須
の

知
識

で
す

。
 

鳥
取

県
警

察
本

部
 

 
松

田
管

理
官

 

 

⑧
 

1
1

/
2

8
 

著
作

権
に

つ
い

て
 

著
作

権
っ

て
ど

ん
な

権
利

？
著

作
物

を
正

し
く

利

用
で

き
る

知
識

を
身

に
つ

け
ま

し
ょ

う
。

 

米
子

工
業

高
等

専
門

学
校

水
島

校
長

 
 

⑨
 

1
2

/
1

2
 

食
品

の
表

示
に

つ
い

て
 

「
安

全
・

安
心

」
な

食
生

活
の

助
け

と
な

る
実

用

的
な

食
品

表
示

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
 

鳥
取

県
生

活
環

境
部

く
ら
し
の

安
心

推
進
課

職
員

 
 

⑩
 

1
/
9

 
生

活
設

計
を

し

て
み

よ
う

 

理
想

の
人

生
を

送
る

に
は

し
っ

か
り

し
た

生
活

設

計
、

資
金

計
画

が
重

要
で

す
。

 

鳥
取

短
期
大

学
 

 
野

津
教
授

 
 

 
 

⑪
 

1
/
1

6
 

貯
蓄

・
株

式
の

基
礎

知
識

 

貯
蓄

・
株

式
の

特
徴

を
知

り
、

資
産

運
用

に
役

立

つ
基

礎
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

ま
し

ょ
う

。
 

金
融

広
報
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
 

河
田

 一
人

 
氏

 
 

⑫
 

1
/
２

３
 

保
険

に
関

す
る

基
礎

知
識

 

生
命

保
険

と
損

害
保

険
の

基
礎

知
識

に
つ

い
て

学

び
、

自
分

に
適

し
た

保
険

を
考

え
て

み
ま

し
ょ

う
。

金
融

広
報
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
 

福
井

 雅
人

 
氏

 
 

⑬
 

1
/
３

０
 

年
金

に
つ

い
て

 
「

あ
な

た
の

年
金

は
大

丈
夫

？
」

年
金

の
基

礎
知

識
、

今
後

の
問

題
点

に
つ

い
て

考
え

ま
す

。
 

金
融

広
報
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
 

 
永

島
 
哲
夫

 
氏

 
 

⑭
 

２
/
6

 

く
ら

し
の

経

済
・

法
律

講
座

の
ま

と
め

 

講
座

で
習

得
し

た
知

識
を

総
合

し
て

課
題

の
解

決

に
取

り
組

む
演

習
型

講
義

。
弁

護
士

の
先

生
に

よ

る
講

評
が

行
わ

れ
ま

す
。

 

（
助

言
者

）
リ
ー
ガ
ル

ア
ラ
イ
ア

ン
ス
米

子
ア
ザ

レ
ア
法

律
事

務

所
 
杉

山
弁

護
士

、
 

米
子

工
業

高
等

専
門

学
校

加
藤

講
師

 

 

■
申

込
欄

 

氏
 

 
名

 
 

年
代

（
差

し
支

え
な
い
場

合
）
 

4
0
歳

以
下

 
・
 
4
0
～

6
0
歳
代

 
・
 
6
0
歳
以

上

住
 

 
所

 
 

電
話

番
号

 
( 

 
 
  

  
 
  

) 
 
 
  

  
 
- 

フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
 

( 
 
 
  

  
 
  

) 
 
 
  

  
 
- 

備
 
 
考

 
 

車
椅
子
を
御

利
用

の
方

は
、
そ
の

旨
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
本
書

に
よ
り
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申

し
込

ま
れ

る
場

合
、
記

載
事

項
を
ご
記

入
の

上
、
受

講
希

望
の

講
義

に
○

印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

巻末資料２　県民向け折込チラシ



「社会科学Ⅲ」出席カード・アンケート用紙 

第 1 回（平成 19年 10 月 3 日） 

学科（M・E・D・C・A）学籍番号（     ）名前（        ）

※ それぞれ当てはまる番号に○印を付けて下さい。

１．講義の難易度について教えてください。

 ①難しかった  ②少し難しかった  ③適当だった

④簡単だった  ⑤簡単過ぎだった

２．講義は分かりやすかったですか？

 ①とても分かりやすかった ②分かりやすかった

③分かりにくかった    ④とても分かりにくかった

３．講義の内容を理解できましたか？

 ①よく理解できた     ②だいたい理解できた

③あまり理解できなかった ④全く理解できなかった

４．講義の内容はこれから役に立ちそうですか？

 ①大いに役立つ内容だった    ②だいたい役立つ内容だった

③あまり役に立たない内容だった ④全く役に立たない内容だった

５．あなたの受講態度はどうでしたか？

①熱心に受講した  ②普通に受講した  ③あまり熱心に受講しなかった

６．県民の方と一緒に講義を受ける形式について、どう思いましたか？

 ①良かった

 ②別々に受講した方が良かった   理由等（             ）

 ③その他

７．講義に対する質問、意見、感想などを書いてください。

巻末資料３　各回アンケート票（学生用）



くらしの経済・法律講座アンケート（H19 後期：米子工業高等専門学校） 

下記の質問に答える形で、○印、理由、ご意見、その他必要な記入をお願いいたします。 

１ あなたの属性について、○印をおつけください。 

①年齢  10 代   20 代   30 代   40 代   50 代   60 代   70 代以上  

 

②性別  男性   女性 

２ ご自身の評価【良かった→◎、普通→○、良くなかった→△】を「評価」欄に記入し、具体的に良かっ

た点や改善点・工夫してほしい点などを「理由」欄に記入してください。 

講義（講師）名 評価 理由

第 1 回目 １０月 3 日（水） 

鳥取県内の消費者被害の現状に

ついて（消費生活センター 所長）

 

３ この講座をお知りになられたきっかけを教えてください。 

 ① 新聞記事   ② 折込チラシ   ③ ホームページ   ④ 友人等の紹介

 ⑤ その他（                     ）

４ 講義の難易度について教えてください。 

 ① 難しい   ② 少し難しい   ③ 適当   ④ 簡単   ⑤ 簡単過ぎる

５ 今後、本講座に組み入れたらよいと思われるテーマ等ありましたら教えてください。 

（例：製品安全、個人情報保護、インターネット 等） 

６ 学生と一緒に講義を受ける形式について、どう思われましたか教えてください。 

区分 理由等

① 良かった

② 別々に受講した方がよかった

③ その他

７ その他、ご意見やご感想等、ご自由にお書きください。 

ご協力ありがとうございました

巻末資料３　各回アンケート票（県民用）



「
社

会
科

学
Ⅲ

（
く

ら
し

の
経

済
・

法
律

講
座

）
」

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
 

各
講

義
の
「

評
価

」
を
【
良
か
っ
た
→
◎
、
普
通
→
○
、
良
く
な
か
っ
た
→
△
】
で
記
入
し
て
下

さ
い

（
欠

席
し

た
講

義
に
つ
い
て
は
、
「
評
価
」
欄
に
斜
線
を
引
い
て
下
さ
い
）
。
 

 
ま

た
、
具

体
的

に
良
か
っ
た
点
や
改
善
点
・
工
夫
し
て
ほ
し

い
点
な
ど
を
「
理
由
」
欄
に
記
入
し

て
下

さ
い

。
 

講
義

（
講

師
）

名
評

価
理

由

①
鳥

取
県

内
の

消
費

者
被

害
の

現
状

 
（

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

山
根

所
長

）

②
 

身
の

回
り

の
法

律
に

つ
い

て

 
（

米
子

ア
ザ
レ

ア
法

律
事

務
所

杉
山

弁
護

士
）

③
 

ト
ラ

ブ
ル

の
な

い
生

活
の

た
め

に
必

要

な
契

約
知

識

 
（

米
子

ア
ザ
レ

ア
法

律
事

務
所

杉
山

弁
護

士
）

④
 

特
定

商
取

引
法

と
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ

 
（

米
子

ア
ザ
レ

ア
法

律
事

務
所

射
場

弁
護

士
）

⑤
 

消
費

者
契

約
法

と
民

法

 
（

米
子

ア
ザ
レ

ア
法

律
事

務
所

射
場

弁
護

士
）

⑥
 

消
費

者
信

用
と

多
重

債
務

 
（

米
子

ア
ザ
レ

ア
法

律
事

務
所

射
場

弁
護

士
）

⑦
 

情
報

化
社

会
と

私
た

ち
の

生
活

 
（

鳥
取

県
警

察
本

部
 
松

田
管

理
官

）

⑧
 

著
作

権
に

つ
い

て

 
（

米
子

高
専

水
島

校
長

）

⑨
 

食
品

の
表

示
に

つ
い

て

 
（

く
ら

し
の

安
心

推
進

課
横

山
副

主
幹

）

⑩
 

生
活

設
計

を
し

て
み

よ
う

 
（

鳥
取

短
大

野
津

教
授

）

⑪
 

貯
蓄

・
株

式
の

基
礎

知
識

 
（

河
田

金
融

広
報

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）

⑫
 

保
険

に
関

す
る

基
礎

知
識

 
（

福
井

金
融

広
報

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）

⑬
 

年
金

に
つ

い
て

 
（

永
島

金
融

広
報

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）

⑭
 

く
ら

し
の

経
済

・
法

律
講

座
の

ま
と

め

（
米

子
ア

ザ
レ

ア
法

律
事

務
所

杉
山

弁
護

士

 
米

子
高

専
加

藤
講

師

 
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
坂

本
次

長
）

※
 
１
．
～
６
．
は
そ

れ
ぞ

れ
当

て
は

ま
る

番
号

に
○

印
を

付
け

て
下

さ
い

。
 

７
．
～
８
．
は
具

体
的

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

１
．
講
座
全
体
を
通
し
て

の
難

易
度

は
ど

う
で

し
た

か
？

 

 
①

 
難

し
か

っ
た

 
 

②
 

少
し

難
し

か
っ

た
 

 
③

 
適

当
だ

っ
た

④
 

簡
単

だ
っ

た
 

 
⑤

 
簡

単
過

ぎ
だ

っ
た

 
具
体
的
に

２
．
講
座
全
体
を
通
し
て

、
分

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
か

？
 

 
①

 
と

て
も

分
か

り
や

す
か

っ
た

 
 

②
 

分
か

り
や

す
か

っ
た

③
 

分
か

り
に

く
か

っ
た
 

 
 

 
 

④
 

と
て

も
分

か
り

に
く

か
っ

た

 
具
体
的
に

３
．
講
座
全
体
を
通
し
て

、
内

容
を

理
解

で
き

ま
し

た
か

？
 

 
①

 
よ

く
理

解
で

き
た
 

 
 

 
 

 
②

 
だ

い
た

い
理

解
で

き
た

③
 

あ
ま

り
理

解
で

き
な

か
っ

た
 

 
④

 
全

く
理

解
で

き
な

か
っ

た

 
具
体
的
に

４
．
講
座
全
体
を
通
し
て

、
内

容
は

こ
れ

か
ら

役
に

立
ち

そ
う

で
す

か
？

 

 
①

 
大

い
に

役
立

つ
内

容
だ

っ
た

 
 

 
 

 
②
 

だ
い

た
い

役
立

つ
内

容
だ

っ
た

③
 

あ
ま

り
役

に
立

た
な

い
内

容
だ

っ
た

 
 

④
 

全
く

役
に

立
た

な
い

内
容

だ
っ

た

 
具
体
的
に

５
．
あ
な
た
の
受
講
態
度

に
つ

い
て

教
え

て
下

さ
い

。
 

①
 

熱
心

に
受

講
し

た
 

②
 

普
通

に
受

講
し

た
 

③
 

あ
ま

り
熱

心
に

受
講

し
な

か
っ

た

 
具
体
的
に

６
．
一
般
県
民
と
一
緒
に

講
義

を
受

け
る

形
式

に
つ

い
て

教
え

て
下

さ
い

。
 

 
①

 
良

か
っ

た
 

 
②

 
別

々
に

受
講

し
た

方
が

良
か

っ
た

 
 

③
 

そ
の

他

 
具
体
的
に

７
．
こ
の
講
座
を
履
修
し

て
、

良
か

っ
た

点
な

ど
を

書
い

て
下

さ
い

。
 

８
．
こ
の
講
座
に
つ
い
て

、
改

善
点

や
要

望
な

ど
を

書
い

て
下

さ
い

。
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「
く

ら
し

の
経

済
・

法
律

講
座

」
県

民
ア

ン
ケ

ー
ト

 

平
成

1
9
年

度
の

「
く
ら
し
の
経
済
・
法
律
講
座
」
に
つ
い

て
、
受
講
さ
れ
た
範
囲
内
で
結
構
で

す
の

で
、
各

講
義

の
「

評
価
」
を
【
良
か
っ
た
→
◎
、
普
通
→

○
、
良
く
な
か
っ
た
→
△
】
で
記
入

し
て

下
さ

い
（

受
講

さ
れ

て
い

な
い

講
義

に
つ

い
て

は
、
「

評
価

」
欄

に
斜

線
を

引
い

て
下

さ
い

）
。
 

 
ま

た
、
具

体
的

に
良
か
っ
た
点
や
改
善
点
・
工
夫
し
て
ほ
し
い
点
な
ど
を
「
理
由
」
欄
に
記
入
し

て
下

さ
い

。
 

講
義

（
講

師
）

名
評

価
理

由

①
鳥

取
県

内
の

消
費

者
被

害
の

現
状

 
（

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

山
根

所
長

）

②
 

身
の

回
り

の
法

律
に

つ
い

て

 
（

米
子

ア
ザ

レ
ア

法
律

事
務

所
杉

山
弁

護
士

）

③
 

ト
ラ

ブ
ル

の
な

い
生

活
の

た
め

に
必

要

な
契

約
知

識

 
（

米
子

ア
ザ

レ
ア

法
律

事
務

所
杉

山
弁

護
士

）

④
 

特
定

商
取

引
法

と
ク

ー
リ

ン
グ

・
オ

フ

 
（

米
子

ア
ザ

レ
ア

法
律

事
務

所
射

場
弁

護
士

）

⑤
 

消
費

者
契

約
法

と
民

法

 
（

米
子

ア
ザ

レ
ア

法
律

事
務

所
射

場
弁

護
士

）

⑥
 

消
費

者
信

用
と

多
重

債
務

 
（

米
子

ア
ザ

レ
ア

法
律

事
務

所
射

場
弁

護
士

）

⑦
 

情
報

化
社

会
と

私
た

ち
の

生
活

 
（

鳥
取

県
警

察
本

部
 
松

田
管

理
官

）

⑧
 

著
作

権
に

つ
い

て

 
（

米
子

高
専

水
島

校
長

）

⑨
 

食
品

の
表

示
に

つ
い

て

 
（

く
ら

し
の

安
心

推
進

課
横

山
副

主
幹

）

⑩
 

生
活

設
計

を
し

て
み

よ
う

 
（

鳥
取

短
大

野
津

教
授

）

⑪
 

貯
蓄

・
株

式
の

基
礎

知
識

 
（

河
田

金
融

広
報

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）

⑫
 

保
険

に
関

す
る

基
礎

知
識

 
（

福
井

金
融

広
報

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）

⑬
 

年
金

に
つ

い
て

 
（

永
島

金
融

広
報

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）

⑭
 

く
ら

し
の

経
済

・
法

律
講

座
の

ま
と

め

（
米

子
ア

ザ
レ

ア
法

律
事

務
所

杉
山

弁
護

士

 
米

子
高

専
加

藤
講

師

 
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
坂

本
次

長
）

※
 
そ
れ
ぞ
れ
当
て
は

ま
る

と
こ

ろ
に

○
印

を
付

け
て

下
さ

い
。

 

１
．
あ
な
た
の
性
別

、
年

齢
、

受
講

動
機

に
つ

い
て

教
え

て
下

さ
い

。
 

 （
1
）
性
別
：
 

男
性

 
 

女
性

 

（
2
）
年
齢
：
 

2
0
代

 
 

3
0
 
代

 
 

4
0
代

 
 

5
0
代

 
 

6
0
代

 
 

7
0
代

以
上

 

（
3
）
受
講
の
動
機
：

 

２
．
講
座
全
体
を
通

し
て

の
難

易
度

は
ど

う
で

し
た

か
？

 

 
①
 
難
し
か
っ
た

 
 

②
 
少

し
難

し
か

っ
た

 
 

③
 
適

当
だ

っ
た

④
 
簡
単
だ
っ
た

 
 

⑤
 
簡

単
過

ぎ
だ

っ
た

３
．
講
座
全
体
を
通
し

て
、

分
か

り
や

す
か

っ
た

で
す

か
？

 

 
①
 
と
て
も
分
か
り

や
す

か
っ

た
 
②

 
分

か
り

や
す

か
っ

た

③
 
分
か
り
に
く
か

っ
た

 
 

 
 

④
 
と

て
も

分
か

り
に

く
か

っ
た

４
．
講
座
全
体
を
通
し

て
、

内
容

を
理

解
で

き
ま

し
た

か
？

 

 
①
 
よ
く
理
解
で
き

た
 
 

 
 

 
②

 
だ

い
た

い
理

解
で

き
た

③
 
あ
ま
り
理
解
で

き
な

か
っ

た
 
④

 
全

く
理

解
で

き
な

か
っ

た

５
．
講
座
全
体
を
通
し

て
、

内
容

は
こ

れ
か

ら
役

に
立

ち
そ

う
で

す
か

？
 

 
①
 
大
い
に
役
立
つ

内
容

だ
っ

た
 
 

 
 

②
 
だ

い
た

い
役

立
つ

内
容

だ
っ

た

③
 
あ
ま
り
役
に

立
た

な
い

内
容

だ
っ

た
 
④

 
全

く
役

に
立

た
な

い
内

容
だ

っ
た

６
．
あ
な
た
の
受
講
態

度
に

つ
い

て
教

え
て

下
さ

い
。

 

 

①
 
熱
心
に
受
講
し

た
 
②

 
普

通
に

受
講

し
た

 
③

 
あ

ま
り

熱
心

に
受

講
し

な
か

っ
た

７
．
学
生
と
一
緒
に
講

義
を

受
け

る
形

式
に

つ
い

て
教

え
て

下
さ

い
。

 

 
①
 
良
か
っ
た

 
②
 
別
々
に
受
講

し
た

方
が

良
か

っ
た

 
 

 
理

由
等

：

 
③
 
そ
の
他

８
．
そ
の
他
、
ご
意

見
や

ご
感

想
等

、
ご

自
由

に
お

書
き

下
さ

い
。

 

巻末資料４　全体アンケート票（県民用）




